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特集 ◆◆最低賃金制度の動向と労働組合の取り組み

最
低
賃
金
法
改
正
の
意
義

2
0
0
7
年
第
1
6
6
通
常
国
会
に
提

出
さ
れ
た
最
低
賃
金
法
改
正
案
は
、
審
議

未
了
の
ま
ま
秋
の
第
1
6
8
臨
時
国
会
で

継
続
審
議
さ
れ
て
い
た
が
、
よ
う
や
く
2

0
0
7
年
11
月
28
日
、
同
国
会
に
お
い
て

可
決
・
成
立
し
た
。
こ
う
し
て
、
最
低
賃

金
法
は
約
40
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
、
こ
の

改
正
最
低
賃
金
法
は
2
0
0
8
年
7
月
よ

り
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

主
な
改
正
内
容
を
列
挙
す
る
と
、【
地
域

別
最
低
賃
金
】
に
つ
い
て
は
、「
地
域
別
最

低
賃
金
が
全
て
の
労
働
者
の
賃
金
の
最
低

限
を
保
障
す
る
安
全
網
と
し
て
十
全
に
機

能
す
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の

観
点
か
ら
、
①
地
域
別
最
低
賃
金
の
決
定

基
準
の
一
つ
で
あ
る
「
地
域
に
お
け
る
労

働
者
の
生
計
費
」
に
関
し
て
、「
労
働
者
が

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
保
護
に
係

る
施
策
と
の
整
合
性
に
配
慮
す
る
」
よ
う

決
定
基
準
を
明
確
に
し
た
こ
と
、
②
地
域

別
最
低
賃
金
の
不
払
い
に
係
る
罰
金
額
を

上
限
50
万
円
（
現
行
2
万
円
）
に
引
き
上

げ
た
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
、

【
産
業
別
最
低
賃
金
（
特
定
最
低
賃
金
）】
に

つ
い
て
は
、
民
事
的
な
ル
ー
ル
（
民
事
効
）

に
改
め
ら
れ
た
も
の
の
、
制
度
の
枠
組
み

と
そ
の
運
用
方
針
に
つ
い
て
は
現
行
制
度

の
ま
ま
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

産
業
別
最
低
賃
金
制
度
の
発
展
を
め
ざ
す

労
働
組
合
の
取
り
組
み
と

今
後
の
課
題

加
藤
昇
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ-

Ｊ
Ｃ
最
賃
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
）

本
稿
で
は
、
08
年
7
月
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
る
改
正
最
低
賃
金
法
の
主
な
改
正

ポ
イ
ン
ト
と
意
義
、
金
属
産
業
の
労
働
組
合（
現
在
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ-

Ｊ
Ｃ
最
賃
セ
ン
タ

ー
）を
中
心
と
し
た
産
業
別
最
低
賃
金
の
創
設
と
金
額
改
正
に
向
け
た
取
り
組
み

の
沿
革
、
最
低
賃
金
制（
産
業
別
最
低
賃
金
の
視
座
か
ら
）の
今
日
的
な
意
義
や
取

り
組
み
の
推
進
に
あ
た
っ
て
の
課
題
認
識
、
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
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し
て
、
派
遣
労
働
者
の
増
加
な
ど
雇
用
・

就
業
形
態
の
多
様
化
へ
の
対
応
と
い
っ
た

観
点
か
ら
、
地
域
別
最
低
賃
金
・
産
業
別

最
低
賃
金
双
方
に
共
通
し
て
、
派
遣
労
働

者
に
は
派
遣
先
の
最
低
賃
金
を
適
用
（
こ
れ

ま
で
は
派
遣
元
企
業
の
地
域
や
派
遣
元
産

業
の
最
低
賃
金
が
適
用
）
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

そ
も
そ
も
最
低
賃
金
法
改
正
論
議
に
至

る
契
機
は
、
2
0
0
3
年
12
月
に
政
府
の

「
総
合
規
制
改
革
会
議
」
が
「
産
業
別
に
異

な
る
最
低
賃
金
を
設
定
す
る
意
義
は
乏
し

い
、
そ
の
あ
り
方
を
速
や
か
に
検
討
す
べ

き
」
と
す
る
産
業
別
最
低
賃
金
の
廃
止
を

意
図
す
る
考
え
方
を
規
制
改
革
答
申
の
中

に
も
り
こ
み
、
こ
れ
を
受
け
た
小
泉
内
閣

が
同
内
容
を
含
む
「
規
制
改
革
民
間
開
放
推

進
3
ヶ
年
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
た
こ
と
に

端
を
発
す
る
。
こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、

厚
生
労
働
省
は
「
最
低
賃
金
の
あ
り
方
に

関
す
る
研
究
会
」
を
設
置
し
て
、
地
域
別
最

低
賃
金
を
含
む
最
低
賃
金
制
度
全
体
の
あ

り
方
に
つ
い
て
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
る

と
と
も
に
、
そ
の
後
設
置
さ
れ
た
審
議
会

（
労
働
政
策
審
議
会
・
最
低
賃
金
部
会
）
で

１
年
半
に
及
ぶ
審
議
を
重
ね
、「
今
後
の
最

低
賃
金
制
度
の
あ
り
方
」
と
題
す
る
答
申

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

今
回
の
改
正
最
低
賃
金
法
は
、
こ
の
答
申

に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
「
総
合

規
制
改
革
会
議
」
答
申
の
意
図
す
る
と
こ

ろ
と
は
異
な
り
、
地
域
別
最
低
賃
金
の
機
能

強
化
の
観
点
か
ら
の
改
正
に
加
え
、
産
業
別

最
低
賃
金
（
特
定
最
低
賃
金
）
の
役
割
が
改

め
て
確
認
さ
れ
、
現
行
制
度
の
枠
組
み
と

そ
の
運
用
方
針
が
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
と
い
え
る
。

最
低
賃
金
制
度
の
沿
革
と

新
産
業
別
最
低
賃
金

1
9
4
7
年
に
労
働
基
準
法
が
制
定
さ

れ
た
。
し
か
し
、
当
分
の
間
、
最
低
賃
金

制
度
と
し
て
確
立
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
1
9
5
7
年
の
中
央
賃
金
審
議

会
答
申
で
は
、
実
現
可
能
性
を
重
視
し
、

「
業
種
、
職
種
、
地
域
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
実

態
に
応
じ
て
最
低
賃
金
制
を
実
施
し
、
こ

れ
を
漸
次
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
適
当
」

と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
、
そ
の
具
体
策
と

し
て
出
て
き
た
の
が
、「
業
者
間
協
定
を
最

低
賃
金
と
し
て
決
定
す
る
、
ま
た
は
、
労

働
協
約
の
拡
張
適
用
を
は
か
る
、
こ
れ
が

困
難
な
場
合
に
は
審
議
会
決
定
を
行
う
」

と
い
う
方
式
で
あ
る
。
こ
の
1
9
5
7
年

の
中
央
賃
金
審
議
会
答
申
を
踏
ま
え
て
、

1
9
5
9
年
に
最
低
賃
金
法
が
制
定
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
最
低
賃
金
法
の

規
定
で
は
、
1
9
5
7
年
答
申
で
示
さ
れ

た
、
①
業
者
間
協
定
に
基
づ
く
最
低
賃
金
、

②
業
者
間
協
定
を
地
域
的
に
拡
張
適
用
し

た
最
低
賃
金
、
③
労
働
協
約
に
基
づ
く
拡

張
適
用
の
最
低
賃
金
、
④
審
議
会
の
調
査

審
議
に
基
づ
く
最
低
賃
金
の
4
つ
の
方
式

が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
以
後
設
定
さ
れ

た
最
低
賃
金
は
①
と
②
、
す
な
わ
ち
業
者

間
協
定
方
式
が
中
心
で
あ
っ
た
。
当
時
、

労
働
組
合
は
最
低
賃
金
の
適
用
を
受
け
る

一
方
の
当
事
者
で
あ
る
労
働
者
が
参
加
し

な
い
、
使
用
者
側
だ
け
の
参
加
で
決
定
さ

れ
る
こ
の
方
式
に
強
く
反
対
を
し
て
い
た
。

そ
の
後
1
9
6
8
年
に
最
低
賃
金
法
が

改
正
、
業
者
間
協
定
方
式
が
廃
止
さ
れ
、

審
議
会
方
式
を
中
心
と
し
た
決
定
方
式
に

改
め
ら
れ
た
。
こ
の
改
正
最
低
賃
金
法
に

基
づ
く
最
低
賃
金
の
設
定
は
、
当
初
、
業

者
間
協
定
方
式
の
経
験
も
活
か
し
な
が
ら

産
業
別
最
低
賃
金
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の

で
あ
る
。
1
9
7
0
年
に
、
こ
の
改
正
最
低

賃
金
法
に
沿
っ
て
最
低
賃
金
の
普
及
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
中
央
最
低
賃
金
審

議
会
答
申
が
ま
と
ま
っ
た
。
こ
の
中
で
、

「
全
国
・
全
産
業
の
労
働
者
が
あ
ま
ね
く
そ

の
適
用
を
受
け
る
状
態
が
実
現
さ
れ
る
よ

う
配
慮
す
べ
き
」と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
、

こ
の
1
9
7
0
年
答
申
を
踏
ま
え
て
、
労

働
省
は
、
産
業
、
地
域
ご
と
に
年
次
計
画

を
策
定
し
、
最
低
賃
金
の
全
国
・
全
労
働

者
適
用
を
め
ざ
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
な

っ
た
。
1
9
7
0
年
の
段
階
で
は
産
業
別

最
低
賃
金
は
3
7
7
件
、
地
域
別
最
低
賃

金
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
が
、
1
9
7
5
年
度
末

に
は
産
業
別
最
低
賃
金
は
く
く
り
を
整
理

し
て
3
4
9
件
、
地
域
別
最
低
賃
金
は
47

都
道
府
県
全
て
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
中
で
産
業
別
最
低
賃
金
は
、

全
て
の
金
属
産
業
（
鉄
鋼
、
輸
送
用
機
械
、

電
気
機
械
、
一
般
機
械
、
精
密
機
械
、
な

ど
）
を
一
つ
の
最
低
賃
金
の
く
く
り
と
し
た

「
機
械
金
属
製
品
等
製
造
業
最
低
賃
金
」

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
適
用
業
種
（
産
業
）

を
大
く
く
り
に
す
る
こ
と
で
、
適
用
労
働

者
を
広
げ
て
い
く
方
法
が
と
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
決
定
は
行
政
（
地
方
労
働
局
長
）
の

諮
問
に
基
づ
い
て
審
議
す
る
、
い
わ
ゆ
る

行
政
主
導
型
で
あ
り
、
適
用
対
象
も
当
該

産
業
の
全
て
の
労
働
者
と
し
て
い
た
。

こ
う
し
て
、
行
政
主
導
型
に
よ
る
決
定

で
、
か
つ
、
適
用
対
象
労
働
者
な
ど
決
定

内
容
を
同
一
と
す
る
「
産
業
別
最
低
賃
金
」

と
「
地
域
別
最
低
賃
金
」
が
並
存
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
当
時
の
産
業
別
最

低
賃
金
の
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
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な
り
、
そ
の
改
善
が
求
め
ら
れ
た
。
以
後
、

長
期
に
亘
っ
て
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
で

産
業
別
最
低
賃
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
、
1
9
8
6
年
2
月
に
、
中

央
最
低
賃
金
審
議
会
答
申
が
出
さ
れ
、
産

業
別
最
低
賃
金
は
関
係
労
使
の
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
申
出
と
小
く
く
り
の
産
業

を
基
本
と
し
て
基
幹
的
労
働
者
に
適
用
さ

れ
る
制
度
へ
と
姿
を
変
え
て
新
た
な
展
開

を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
答
申
を
踏
ま
え
、
金
属
産
業
の
労
働
組

合
や
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
な
ど
を
中
心
に

新
産
業
別
最
低
賃
金
（
わ
れ
わ
れ
が
取
り

組
ん
で
い
る
現
在
の
産
業
別
最
低
賃
金
の

こ
と
で
あ
り
、
以
下
本
稿
で
は
、
従
来
の

最
低
賃
金
と
区
別
す
る
た
め
「
新
産
業
別

最
低
賃
金
」
と
呼
称
す
る
）
を
創
設
す
る
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

金
属
産
業
に
お
け
る
産
業
別

最
低
賃
金
の
取
り
組
み
体
制

（
沿
革
）

金
属
産
業
に
お
け
る
新
産
業
別
最
低
賃

金
創
設
の
取
り
組
み
体
制
は
、
1
9
8
6

年
の
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
答
申
を
踏
ま

え
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
今
後
の
産
業
別
最

低
賃
金
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
と
中
央

最
低
賃
金
審
議
会
へ
の
意
見
反
映
を
主
な

活
動
内
容
と
し
て
1
9
8
5
年
に
当
時
の

電
機
労
連
（
現
電
機
連
合
）
・
全
金
同
盟

（
現
Ｊ
Ａ
Ｍ
）・
全
国
金
属
（
現
Ｊ
Ａ
Ｍ
）・

全
機
金
（
現
Ｊ
Ａ
Ｍ
）
で
設
置
し
て
い
た

「
金
属
４
単
産
最
賃
連
絡
会
議
」
か
ら
始
ま

っ
た
。
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
答
申
に
基

づ
い
て
新
産
業
別
最
低
賃
金
が
ス
タ
ー
ト

し
た
1
9
8
6
年
に
、
こ
の
「
金
属
４
単
産

最
賃
連
絡
会
議
」
の
構
成
組
織
を
さ
ら
に
拡

大
す
る
形
で
８
産
別
と
金
属
労
協
（
Ｉ
Ｍ

Ｆ-

Ｊ
Ｃ
）
事
務
局
に
よ
る
「
機
械
金
属
関

係
単
産
最
賃
連
絡
会
議
」（
略
称：

金
属
最

賃
会
議
）
と
名
称
変
更
し
、
新
産
業
別
最

低
賃
金
創
設
の
た
め
の
共
同
し
た
取
り
組

み
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
﹇
８
産
別

と
は
電
機
労
連
、
全
金
同
盟
・
全
国
金

属
・
全
機
金
の
上
記
４
産
別
に
鉄
鋼
労
連

（
現
基
幹
労
連
）・
造
船
重
機
労
連（
現
基
幹

労
連
）・
自
動
車
総
連
・
全
電
線
を
加
え
た

構
成
で
あ
る
﹈。

こ
の
金
属
最
賃
会
議
は
、
そ
の
後
、
非

鉄
金
属
関
係
産
別
（
現
基
幹
労
連
）
や
一
部

の
業
種
別
組
織
を
構
成
組
織
に
加
え
る
中

で
、
金
属
産
業
に
新
産
業
別
最
賃
を
創
設

す
る
た
め
の
様
々
な
共
同
行
動
（
企
業
ご

と
の
産
業
分
類
調
査
の
実
施
、
企
業
内
最

低
賃
金
協
定
の
締
結
促
進
、
最
低
賃
金
創

設
の
必
要
性
に
関
す
る
単
組
や
支
部
レ
ベ

ル
に
お
け
る
機
関
決
議
の
推
進
、
な
ど
）
を

行
う
と
と
も
に
、
統
一
し
た
対
応
方
針
の

確
立
を
進
め
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
金

属
最
賃
会
議
の
活
動
は
、
2
0
0
2
年
9
月

に
結
成
さ
れ
た
現
在
の
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
｜
Ｊ
Ｃ
最

賃
セ
ン
タ
ー
」
に
引
き
継
が
れ
、
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

新
産
業
別
最
低
賃
金
の

設
定
内
容
の
推
移
と
課
題

こ
う
し
て
今
日
ま
で
20
年
以
上
に
亘
っ

て
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
金
属
産
業

（
自
動
車
小
売
業
を
含
む
）
を
中
心
と
し
た

新
産
業
別
最
低
賃
金
の
設
定
内
容
に
つ
い

て
、
そ
の
推
移
と
課
題
を
概
括
し
て
お
こ

う
。

【
新
産
業
別
最
低
賃
金
の
設
定
件
数
】

2
0
0
7
年
度
に
お
け
る
新
産
業
別
最

低
賃
金
の
設
定
件
数
は
、
第
1
表
の
よ
う

に
全
国
・
全
産
業
で
2
4
7
件
と
な
っ
て

い
る
が
、
う
ち
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
｜
Ｊ
Ｃ
最
賃
セ

ン
タ
ー
」
構
成
組
織
が
中
心
に
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
金
属
産
業
（
自
動
車
小
売

業
を
含
む
）
の
最
低
賃
金
が
1
7
7
件
で

全
体
の
72
％
を
占
め
て
い
る
。
な
お
、
新

産
業
別
最
低
賃
金
の
適
用
労
働
者
は
、
全

国
・
全
産
業
で
3
7
2
・
6
万
人
で
あ
る

が
、
同
様
に
金
属
産
業
（
自
動
車
小
売
業
を

含
む
）
の
最
低
賃
金
の
適
用
労
働
者
は
、
3

1
3
・
4
万
人
で
全
体
の
84
％
を
占
め
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
産
業
別
最
低
賃
金
が

金
属
産
業
に
偏
重
し
た
設
定
に
な
っ
て
お

り
、
わ
れ
わ
れ
の
取
り
組
み
成
果
を
物
語

っ
て
い
る
結
果
と
も
い
え
る
が
、
一
方
で
、

今
日
の
産
業
構
造
を
踏
ま
え
れ
ば
、
例
え

ば
、
医
療
、
福
祉
、
交
通
運
輸
な
ど
新
た

な
分
野
で
の
新
設
の
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

【
新
産
業
別
最
低
賃
金
の
申
請
ケ
ー

ス
】新

産
業
別
最
低
賃
金
の
創
設
と
毎
年
の

金
額
改
正
は
、
当
該
産
業
の
労
働
者
ま
た

は
使
用
者
が
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
地

方
労
働
局
に
申
請
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
る
。
そ
の
申
請
ケ
ー
ス
に
は
「
労
働

金属労協最賃センター 2009年度全国会議
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協
約
ケ
ー
ス
」
と
「
公
正
競
争
ケ
ー
ス
」

の
二
通
り
が
あ
る
。「
労
働
協
約
ケ
ー
ス
」

と
は
、
最
低
賃
金
に
関
す
る
労
働
協
約

（
企
業
内
最
低
賃
金
な
ど
）
の
適
用
労
働
者

数
を
も
っ
て
要
件
（
合
意
者
数
）
を
満
た

し
て
申
請
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
り
、「
公
正
競

争
ケ
ー
ス
」
と
は
、
最
低
賃
金
に
関
す
る

労
働
協
約
だ
け
で
要
件
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
、
労
働
組
合
の
機
関
決
議

や
個
人
合
意
（
個
人
署
名
）
を
含
め
て
、

「
事
業
の
公
正
競
争
を
確
保
す
る
観
点
」
か

ら
の
理
由
で
申
請
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
の
場
合
も
、
金
額
改
正

の
申
請
に
つ
い
て
は
適
用
を
求
め
る
労
働

者
数
全
体
の
概
ね
3
分
の
1
以
上
の
合
意

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
春

の
賃
金
闘
争
と
の
連
動
を
強
め
な
が
ら
、

企
業
内
最
低
賃
金
に
準
拠
し
た
新
産
業
別

最
低
賃
金
の
設
定
を
求
め
る
観
点
か
ら
、

「
労
働
協
約
ケ
ー
ス
」
に
よ
る
申
請
を
拡
大

す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
金
属
産

業　種 設定件数（件） 適用労働者（百人）

全産業 247 37,260

鉄鋼業関係 23 1,526

非鉄金属関係 9 347

金属製品関係 6 330

一般機械関係 27 5,589

電機機械関係 46 12,764

輸送用機械関係 34 8,218

精密機械関係 9 448

自動車小売関係 23 2,116

（金属産業計） （177） （31,338）

（第1表）新産業別最低賃金の設定状況〈2007年度〉

（第2表）新産業別最低賃金の申請ケースの内訳
〔金属産業（自動車小売含む）〕

1995年度 2000年度 2008年度

申請件数計 178件 170件 163件

労働協約ケース 42件（23.6％） 58件（34.1％） 80件（49.1%）

公正競争ケース 136件（76.4％） 112件（65.9%） 83件（50.9%）

注）各年の件数は金額改正のあった産業別最低賃金であり、
設定件数とは一致しない。

（第3表）「新産業別最低賃金額」の「対地域別最低賃金額比」
（地域別最賃＝100）〔全産業平均・金属産業平均（自動車小売含む）〕

注）全産業平均および金属産業平均の指数は金額改正のあった
産業別最低賃金水準の単純平均により算出した。

1994年度 2000年度 2005年度 2008年度

地域別最低賃金 100 100 100 100

全産業平均　 113.6 114.1 113.9 112.7

金属産業平均 114.6 115.2 115.0 113.7

業
（
自
動
車
小
売
業
を
含
む
）
に
お
け
る
申

請
ケ
ー
ス
の
推
移
（
第
2
表
）
を
み
る
と
、

「
労
働
協
約
ケ
ー
ス
」
の
割
合
は
、
1
9
9

5
年
の
24
％
か
ら
、
2
0
0
0
年
の
34
％
、

2
0
0
8
年
の
49
％
へ
と
着
実
な
拡
大
が

図
ら
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
割
合

は
依
然
と
し
て
半
数
程
度
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
春
の
賃
金
闘
争
の
中
で
、
企
業
内

最
低
賃
金
の
水
準
改
定
と
協
約
締
結
の
拡

大
を
一
層
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

【
新
産
業
別
最
低
賃
金
の
水
準
（
対

地
域
別
最
低
賃
金
比
）】

地
域
別
最
低
賃
金
が
全
て
の
労
働
者
を

適
用
対
象
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
新

産
業
別
最
低
賃
金
は
基
幹
的
労
働
者
﹇
現

行
の
新
産
業
別
最
低
賃
金
の
大
半
は
、
年

齢
（
18
歳
未
満
お
よ
び
65
歳
以
上
）、
全
て

の
産
業
に
共
通
す
る
軽
易
業
務
（
清
掃
・

片
付
け
な
ど
に
主
と
し
て
従
事
す
る
者
）、

一
定
期
間
未
満
の
技
能
習
得
中
の
者
、
設

定
産
業
特
有
の
軽
易
業
務
等
を
除
外
し
て

適
用
労
働
者
を
特
定
し
て
い
る
﹈
に
適
用

さ
れ
る
最
低
賃
金
で
あ
る
。
従
っ
て
、
基

幹
的
労
働
者
に
相
応
し
い
、
産
業
の
賃
金

実
態
に
即
し
て
賃
金
の
格
差
改
善
と
賃
金

の
底
上
げ
を
進
め
る
う
え
で
よ
り
実
効
性

の
高
い
水
準
を
追
及
し
て
い
く
必
要
が
あ
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特集 ◆◆最低賃金制度の動向と労働組合の取り組み

る
。
第
3
表
は
、
新
産
業
別
最
低
賃
金
の

水
準
を
地
域
別
最
低
賃
金
と
の
格
差
を
通

し
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
直
近
の
2
0
0

8
年
度
に
つ
い
て
地
域
別
最
低
賃
金
を
1

0
0
と
し
た
指
数
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
｜
Ｊ
Ｃ
最
賃

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
推
計
値
）
で
み
る
と
、

全
産
業
平
均
で
は
1
1
3
、
金
属
産
業
平
均

（
自
動
車
小
売
業
を
含
む
）
で
は
1
1
4
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
別
最
低
賃
金
に
対
し

て
そ
れ
ぞ
れ
13
〜
14
％
程
度
高
い
水
準
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
水
準
（
指
数
）の
推
移

を
み
る
と
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
年
々
増
加
を

た
ど
っ
て
き
た
対
地
域
別
最
低
賃
金
比
は
、

近
年
、や
や
低
下
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
2
0
0
7
年

度
・
2
0
0
8
年
度
の
地
域
別
最
低
賃
金

が
最
低
賃
金
法
改
正
の
趣
旨
や
政
府
の
「
成

長
力
底
上
げ
戦
略
推
進
円
卓
会
議
」
に
お

け
る
政
労
使
合
意
を
踏
ま
え
て
、
従
来
傾

向
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
大
幅
な
引
き
上

げ
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
推
察

さ
れ
る
が
、
新
産
業
別
最
低
賃
金
の
優
位

性
の
低
下
は
そ
の
存
在
意
義
の
面
か
ら
も

問
題
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
新
産

業
別
最
低
賃
金
決
定
の
主
体
的
な
改
革
を

進
め
る
中
で
、
水
準
の
抜
本
的
な
改
善
に

向
け
た
新
た
な
展
開
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
い
え
る
。

最
低
賃
金
制
の
今
日
的
な
役

割
と
今
後
の
課
題

（
新
産
業
別
最
低
賃
金
の
視
座
で
）

最
後
に
、
最
低
賃
金
制
の
今
日
的
な
役

割
と
取
り
組
み
課
題
に
つ
い
て
、
特
に
新

産
業
別
最
低
賃
金
の
視
座
か
ら
見
解
を
述

べ
て
お
こ
う
。
最
低
賃
金
制
と
り
わ
け
新

産
業
別
最
低
賃
金
の
今
日
的
な
役
割
と
今

後
の
課
題
と
し
て
次
の
3
点
を
挙
げ
て
お

く
。第

1
は
、「
勤
労
者
生
活
の
安
定
と
向
上

に
寄
与
す
る
役
割
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

2
0
0
8
年
7
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
改
正

最
低
賃
金
法
で
は
、
地
域
別
最
低
賃
金
の

決
定
基
準
の
一
つ
で
あ
る
「
地
域
に
お
け

る
労
働
者
の
生
計
費
」
に
関
し
て
、「
労
働

者
が
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
保
護

に
係
る
施
策
と
の
整
合
性
に
配
慮
す
る
」

よ
う
決
定
基
準
を
明
確
に
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
低
賃
金
決
定
に
お

け
る
「
生
計
費
」
の
位
置
づ
け
が
改
め
て
重

視
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
生
計
費
を

単
に
生
活
保
護
水
準
と
の
整
合
性
の
確
保

に
矮
小
化
す
る
こ
と
な
く
、
実
態
生
計
費

や
あ
る
べ
き
最
低
生
計
費
モ
デ
ル
（
連
合
リ

ビ
ン
グ
ウ
ェ
イ
ジ
な
ど
）
に
照
ら
し
て
検
証

の
う
え
、
勤
労
者
生
活
の
安
定
と
向
上
に

真
に
寄
与
す
る
実
効
あ
る
水
準
へ
と
改
善

し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
2
は
、「
社
会
的
賃
金
決
定
シ
ス
テ
ム

と
最
低
賃
金
制
の
役
割
（
賃
金
の
底
支
え

と
賃
金
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
確
立
）」

に
つ
い
て
で
あ
る
。
最
低
賃
金
決
定
を
社

会
的
な
賃
金
決
定
シ
ス
テ
ム
の
中
に
し
っ

か
り
と
位
置
づ
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
社
会
的
な
賃
金
決
定
シ
ス
テ
ム
の
柱

の
一
つ
が
い
わ
ゆ
る
春
の
賃
金
闘
争
で
あ

る
。
賃
金
闘
争
の
中
心
に
「
最
低
賃
金
の
取

り
組
み
」
を
据
え
、
組
織
労
働
者
の
賃
金
決

定
と
最
低
賃
金
制
と
の
連
動
を
一
層
強
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
で
、

賃
金
の
底
支
え
と
賃
金
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
の
実
効

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
産
業
別
最

低
賃
金
の
場
合
、
賃
金
交
渉
に
よ
る
企
業

内
最
低
賃
金
や
年
齢
別
最
低
賃
金
、
初
任

給
水
準
の
改
定
結
果
を
法
定
最
低
賃
金
の

金
額
決
定
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
具
体
的
な
賃
金
決
定
シ
ス
テ
ム
の
枠

組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
3
の
役
割
は
、「
今
日
の
雇
用
環
境
の

変
化
（
雇
用
・
就
労
形
態
の
多
様
化
と
所

得
格
差
の
拡
大
）
に
対
応
し
、
賃
金
の
公

正
性
を
確
保
す
る
役
割
」
に
つ
い
て
で
あ

る
。
近
年
、
雇
用
形
態
の
多
様
化
が
ま
す

ま
す
進
展
し
、
こ
う
し
た
中
で
、
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
・
有
期
契
約
社
員
・
派
遣
労
働

者
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
非
正
規
労
働
者
が
増

加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
総

務
省
の
「
労
働
力
調
査
」
に
よ
る
と
、
全

労
働
者
に
占
め
る
非
正
規
労
働
者
の
割
合

は
増
加
傾
向
を
続
け
、
2
0
0
7
年
に
は

33
・
5
％
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
中
で
、
雇
用
形
態
の
違
い
に
よ
る
賃

金
・
所
得
格
差
の
拡
大
も
顕
著
に
な
っ
て

き
て
お
り
、
雇
用
に
関
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
確
立
と
併
せ
、
賃
金
の
公
正
性

の
確
保
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
も
最
低
賃

金
制
が
果
た
す
役
割
が
改
め
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。
新
産
業
別
最
低
賃
金
の
場
合
は
、

産
業
毎
の
賃
金
闘
争
（
賃
金
改
善
、
企
業

内
最
低
賃
金
の
改
定
と
協
定
締
結
、
初
任

給
水
準
の
改
定
、
な
ど
）
と
最
低
賃
金
決

定
の
取
り
組
み
を
連
動
さ
せ
、
従
来
の
最

低
賃
金
制
の
取
り
組
み
に
は
あ
ま
り
見
ら

れ
な
か
っ
た
概
念
で
あ
る
「
均
等
・
均
衡

処
遇
の
実
現
」
を
め
ざ
す
こ
と
で
、
従
来

の
「
基
幹
労
働
者
の
最
低
賃
金
に
相
応
し

い
、
地
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